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大分海上保安部

GEBCO|海上保安庁(JCG)|(C)Esri Japan

北部：遠浅

中部（別府湾）：

大型船が航行可能な深くて
広くて静かな海域

瀬戸内海の入口で外海にも
近い

南部：リアス式海岸

大分県の海岸線 ７７５km

概況

◎大分

◎津久見

◎佐伯

350トン型巡視船やまくに 35m型巡視艇ゆふぎり

佐伯海上保安署 20m型巡視艇さちかぜ

20m型巡視艇ぶんごうめ20m型巡視艇せきかぜ

津久見分室 20m型巡視艇とよかぜ

大分海上保安部の巡視船艇

大分海上保安部職員数 １００名



大分海上保安部大分港主要企業

【日本製鉄㈱九州製鉄所大分地区】
東京ドーム16個分の広さ
生産量は日本製鉄社内第１位

【昭和電工㈱大分コンビナート】
九州唯一のコンビナート
エチレン生産能力国内第３位

【ＥＮＥＯＳ㈱大分製油所】
九州唯一の製油所

【大分エル・エヌ・ジー㈱】
※九州で使用される電力の約35％を発電

保安部



大分海上保安部

日本製鉄㈱九州製鉄所大分地区
総トン数 １９５，１９９トン
積載重量 ３８８，０７９トン
船の長さ ３６０．９２メートル
船の幅 ６５．０６メートル
喫水 ２３．１７メートル

大分エル・エヌ・ジー(株)
総トン数 １２２，３６１トン
積載重量 ７２，０２０トン
船の長さ ２８８メートル
船の幅 ４９メートル
喫水 １１．２７メートル

大分の超大型船



大分海上保安部

定期旅客航路
①周防灘フェリー
竹田津←→徳山

②九四オレンジフェリー
臼杵←→八幡浜

③国道九四フェリー
佐賀関←→三崎

④宇和島運輸フェリー
別府←→八幡浜
臼杵←→八幡浜

⑤フェリーさんふらわあ
大分←→神戸港
別府←→大阪南港

・その他離島航路

①

③

②・④
④

フェリーRORO船 9航路 70便/日
出入港隻数 17,838隻/年（大分港）
通航船舶隻数 370隻/日（豊後水道）
取扱貨物量 約１億トン/年（約６割は大分港）

⑤⑤

大分の海上交通



大分海上保安部

大分管内の航路標識 １０９基

水ノ子島灯台

鶴御埼灯台

大分海上保安部が管理する灯台

姫島灯台

関埼灯台



大分海上保安部

大規模事故

災害救助活動

対テロ訓練密漁

さまざまな海上保安業務（警備救難）



大分海上保安部さまざまな海上保安業務（交通）

釣り人に対する安全指導

海上交通安全に関する講習会

危険物専用岸壁（シーバース）の安全点検

海交法改正に伴う説明会



大分海上保安部

本日の訓練概要

～ＨＮＳ事故対応訓練～



大分海上保安部

１ 引火・爆発の危険性（引火点や爆発範囲）

２ 毒性危険性（健康被害） など

ＨＮＳの危険性及び有害性

危険・有害物質（ＨＮＳ）とは？

Hazardous and Noxious Substances
（危険な） （有害な） （物質）

訳すと危険・有害物質となり、その頭文字を並べたものがHNSである。

※「ＯＰＲＣーＨＮＳ議定書」での定義
※「海洋汚染等及び海上災害の防止に関する法律」では「危険物」等と「有害液体物質」を対象

令和3年11月17日 訓練概要について



大分海上保安部

事故発生

情報収集

危険範囲の予測

立入禁止区域の
設定

防除措置

有害液体物質（HNS）排出事故発生時のフローチャート

物質の測定

発生蒸気

流出物質

事故発
生

情報収集

危険範囲の予測

物質の測定

令和3年11月17日 訓練概要について



大分海上保安部

立入禁止区域 管理区域
（円内全て）

令和3年11月17日 訓練概要について



大分海上保安部

ＨＮＳの防除

有害液体物質毎に対応手法が異なり、状況に応じた適切な防護装備
を装備したうえで防除作業を実施する必要がある。

・航走、放水による拡散・蒸発の促進

・ゲル化剤による蒸発の抑制

・オイルフェンス等による拡散防止

・回収装置、吸着材による回収

・各種薬剤による中和または無害化

・水中ポンプ等による海底からの回収 ｅｔｃ・・・

ゲル化剤やポリマー

航走、放水

令和3年11月17日 訓練概要について



横浜機動防除基地
～機動防除隊とは？～



横浜機動防除基地の業務紹介

第三管区海上保安本部
横浜機動防除基地

基 地 長

調整係長

業務調整官

主任防除措置官

機動防除隊 ４隊１６名

防除措置官３名

主任防除措置官 防除措置官３名

主任防除措置官 防除措置官３名

主任防除措置官 防除措置官３名

機動防除隊とは、海上保安庁の中でも横浜にしかな
い唯一の組織であり、海上に排出された油・有害物質
等の防除措置、海上火災発生時における消火・延焼防
止措置やこれらの措置に関する指導・助言等を行う海
上災害に特化された高度専門部隊として位置付けられ
ており、全国で発生する特殊な海上災害に対応するこ
とを任務としています。
機動防除隊の持つ海上防災等に係る高度の知識及び
技術を活用して、①部署、防除措置義務者等が実施す
る措置に関する指導、助言及び調整②部署等では対応
困難な措置の実施③部署、民間防災組織等による研
修・訓練での技術指導等を実施しています。



油 流 出 事 故

＜ 油防除措置指導 ＞

＜ 航空機からの浮流油調査 ＞

有害・危険物質事故

＜ 船内調査・安全確認 ＞

＜ 海上ガス検知作業 ＞

海 上 火 災

＜ 海上火災消火 ＞

＜ 火災状況調査・安全確認 ＞

◆ 事故対応業務 ◆



講習会・訓練指導

＜ 講習会講師 ＞

＜ 訓練指導 ＞

国際協力／研修・その他

＜ 国際緊急援助隊現地活動 ＞

＜ 技術支援・教育訓練 ＞

訓練及び調査・研究

＜ 事例研究・机上訓練 ＞

＜ 有害・危険物質対応訓練 ＞

◆ 平常時の業務 ◆

今回の訓練では、
大分保安部に昨年
度から新しい油防
除資機材が導入さ
れたこと、大分に
は九州唯一の製油
所や石油化学コン
ビナート等が立地
しており特に防災
能力が求められる
部署であることか
ら、大分保安部巡
視船やまくにを対
象として実施され
ることとなった。


